
∬ 水 文 ･気 象 の 特 徴

1 東南アジア地域の気候､気象の概観

東南アジア地域は北西にアジア大陸,南東にオース トラリア大陸をひかえ,北東方は太平洋,

西方はインド洋にのぞんでいる. これらの位芹引果係によって,東南アジアはさまざまの地域差

に富む気候型を呈する｡

a 赤道気候帯 b 亜赤道気候帯 C サバナ地帯 d 熱 帯 高 地

以下に東南アジア地域の風系,降雨量およびその年間変化,気温などについて概観する｡

Ⅰ 風 系

東南アジアは最も典型的といわれる熱

帯季節風帯の中に位置している｡ したが

ってこの地域の気候を論ずるとき,季節
風(monsoon)を無視することは不可能で

ある｡東南アジアではインドなどととも

に,この季節風が,とりわけその交替に

よって各地方の降雨や気温などの季節変

化に著 しい影響を与えているか らで あ

る｡

東南アジア地域における1月および 7

月の等圧線と風向を 図- 1,2に, 代表

的都市における降雨量と季節風との相関

図を図- 3に示す｡

Tt 降雨および気温

降雨は季節風とこれを受けとめる地形

によって著 しく規制される｡また図-4

に示されるように,東南アジアはその大

図 1 1月の等圧線と風向 (数字はmb)

図2 7月の等圧線と風向 (数字はmb)
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部分にわたって年平均 2,000mm 以上の降雨が

あり,場所によっては 6,000mm を越える所も

あって世界有数の多雨地帯となっている｡降雨

量の少ない所は北ビルマ,タイの中部,北衷部,

Mekong河上中流域などであり,これらの地帯

は季節風の進路を横切って走る地形上の障壁の

蔭- つまり雨の蔭 (rainshadow)になってい

るからである｡ しかし水資源開発上問題になる

のは,東南アジア地域のほとんど全域にわたっ

てみられる雨季と乾季との著しい差であり,こ

ういうモンスーン地帯の自然環境の特色に対 し

ていかに対処するかということが重要である｡

今,降雨量の年変化型を類別するとおおむね

つぎの4つの型に分けられる｡

a 一年中一様に雨が多い地域

b 年 2回の極大があらわれる地域

C 雨季と乾季が明瞭にあらわれる地域

d 雨季が秋または冬にあらわれる地域

図 3 東南アジアにおける降水量と

季節風との相関

各 モの腕の方向は月平均の風向を示 し (中心に向って吹

く), その長さは月平均降水量に比例させてある. した
がって雨の降らない月は中心の点で示されるにすぎない

各 その腕の番号は月を示す.(1は1月,2は2月など)

図4 年 降 水 量 の 分 布

- 48-



水 文 ･気 象 の 特 徴

図5 1月の 等 混 線 図6 7 T3の 等 混 線

以上 4つの型は巨視的には赤道から北に向 って aか らbの型を経て Cない Ldの順に分布 し

ている｡

つぎに 1月および 7月の等温線を図-5,6に, 代表的都市における月別平均降雨量, 月別

平均気温を表-1に掲げる｡

表-1 東南アジア各地の月平均気配ならびに降水量
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(本項の諸デ-タは畠山久尚監修,アジアの気候一世界気候 誌 第 1巻一 古 今書 院 , 東京1964による)

-50-

31-60
(30)
31-60
(30)


